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１．研究の背景

心血管病、糖尿病等の生活習慣病やがんは、生命のみならず健康な日常生活をも脅かす疾患であり、過食や運動不足など
生活習慣の変化によりこれらの疾患は増加の一途をたどっている。したがって、これらの疾患に対する有効な予防、早期診断、
治療法の開発が、世界的な課題となっている。近年、私たちの体には、体内の機能を正常に維持するための恒常性維持機構
が備わっており、その異常により引き起こされる低レベルの持続的な炎症が生活習慣病やがんの発症・進展の共通の原因となっ
ていることが注目されているが、詳細なメカニズムは明らかになっていない。

２．研究の目標

研究代表者は世界に先駆けてアンジオポエチン様因子（Angiopoietin-like protein: Angptl）を発見し、アンジオポエチン様因子
が体の恒常性維持機構に関与することを明らかにしている。本研究では、アンジオポエチン様因子ファミリーメンバーである
Angptl2とAGF/Angptl6に着目し、恒常性維持機構におけるその役割、およびその異常による生活習慣病とがんの発症および
進展に共通したメカニズムを明らかにする。

３．研究の特色

生活習慣病とがんは、一見全く異なる疾患であり、それらの発症や進展に共通したメカニズムを解明する研究はほとんど行われ
ていなかったが、研究代表者が発見したアンジオポエチン様因子の研究を進めることで、迅速にそれらの疾患の発症・進展に共
通したメカニズムを明らかにできる。

４．将来的に期待される効果や応用分野

本研究により、生活習慣病やがんの発症および進展に共通したメカニズムが解明されることで、それらの疾患に対する新規治療
法や診断法の開発につながり、健康長寿社会実現へむけた健康診断や健康増進への応用、従来のものとは異なった新しいメ
カニズムによる治療薬の実用化などが期待される。
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